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､し,幼虫脱皮期に際して,これら分枝脂肪酸が関与す

る水路透の容易な新しい幼虫表皮が形成されることが

作用機作と推測している. (高橋正三)

ネッタイイエカ幼虫の過密因子 VI:2一定換脂肪酸

類の殺虫性

OvercrowdingFactorsofMosquitoLarvae.ⅤⅠ.

Structure･ActivityRelationshipsof2-Substituted

AliphaticCarboxylicAcidsagainstMosquito

Larvae.Y.･S.Hwang,M.S.Mullaand∫.R.

Arias,I.Agr.FoodChew.,22,1004(1974).

2-アルキル置換脂肪酸類のネッタイイエカ幼虫に対

する殺虫性と化学構造との関係を調べる丁;めに,エチ

ル,ブチル,およびへキシル基を2位に置換した全炭

素数12-24の脂肪髄20種を合成し,幼虫に対する致死

効果をみた.それぞれ側的アルキルが同じシ1)-ズで

最 も強い活性を示す ものは,2-ethy1-0ctadecanoic

acid,2-butyトdodecanoicacid,2-butyl-tetradeca･

noicacid,および 21hexyl-decanoicacidであり,

LC50の伯は3.8-8.5ppmの勾屯田であった.エチル

仙幻のシ1)-ズの2-ethy1-0ctadecanoicacidだけは

例外として,全炭素数が14-18の分枝脂肪髄が強い活

性を示し,仙釣の大きさにはほとんど無関係で,炭素

総数が生物活性に大きな碓班を与えることを知った.

(佐藤酉生)

チャバネゴキブリ堆成虫に粗あげ行動をおこさせる

性フェロモン:3,ll-ジメチルー2-ノナコサノン

Sex Pheromone oftheGermanCockroach

(BLalteLtagermanicaL.)ResponsibleforMale

Wing-Raising:3,ll-Dimethy1-2-nonacosanone.

R.Nishida,H.Fukami andS.Ishii,Exberienh'G,

30,978(1974).

チャバネゴキブリの雄成虫は成熟した雌成虫に出会

うと触角で互いに触れ合った後,雄は突然麺をほほ垂
垣にまであげると同時に,自分の方向を約1809回転し

て,背中を雌の方に向け.背中の分泌腺から分泌物を

出し,雌がそれをなめるという一連の行動の後,交Ea

に至る.この最初の雄の方向転換と趨あげの行動は成

熟した雌体表に存在する物質を雄が触角で感知するこ

とによって節発される.この雌体表にある物質の1つ

を単離し梢迫を決定した.

成熟雌36,000頭の休表をヘキサンで洗い.洗紋を肌

縮して,常法により髄性および塩韮性の画分を除いた

後,シ.)カゲルカラムで精製し,活性のあるAおよび

Bの2画分を狩る. A画分 (71.7mg)をさらにシリ

カゲルカラムで精製し,活性部をエタノールから再結

晶して,mp.45-46心の無色結晶 (46.5mg)を得た.

高分解能質量分析の結果から,C3lH610の分子式を

もち,2,4-ジニトローフェニルヒドラゾン (mp.55.-

56o)を与えるので,飽和カルボニル化合物であるこ

とを知る.NMRおよび13C-NMRの知見と,Wolff･

Kishner還元の生成物の貿虫分析の結果から,その

梢道を3位および11位にメチル川鍋をもつ災訪…29の'綻f

銃の2-ノナコサノンと決定した.

活性の生物検定は被検体の四甑化炭宗浴紋に,雄の

触角を切り取ってガラス枠の先につけたものを滋fl'1

(2-3秒間)し,溶媒が甜放した後,生きた雑の触化

に触れさせ.30秒以内に雄が超あげ行動をとろのをも

って判断した. この方法によれば,単離した紙uFluは

50FLg/mEの浪皮で確実に活性を発現した･

(探粘 氾)
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